












要約:日本と韓国の都市部に在住する幼稚園児を対象としてアンケート調査を行い、幼児

の生活習慣を比較した。日本の幼児は、就眠時間が遅く朝起き不良の者が多かった。習い

事やスポーツクラプへの参加は、韓国の幼児の方が盛んで、疲労感や食欲不振、活気の低

下を訴えるものが多かった。日本人幼児の生活上改善すべき点は、夜型の生活習慣を改め

ること、おやつの過剰摂取を控えること、運動の習慣をつけさせるように配慮することで

あり、韓国の幼児で改善すべき点は、過激な早期教育熱による過密なスケジュールからの

開放であると考えられた。


